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お
元
気
で
す
か
？
い
つ
も
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

「
政
治
を
変
え
た
い
」
と
願
う
国
民
の
期
待
に
背
く
民
主
党
政
権

に
対
し
、
失
望
と
怒
り
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
国
民
の
ね

が
い
に
寄
り
添
っ
て
、「
普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
を
！
」「
大
企

業
の
た
め
込
み
を
雇
用
や
福
祉
、
暮
ら
し
に
使
っ
て
こ
そ
経
済
立
て
直

し
の
道
！
」「
農
業
も
国
土
も
地
域
経
済
も
壊
す
T
P
P
参
加
は
許

さ
な
い
！
」
と
、
外
交
問
題
で
も
、
国
内
政
治
で
も
建
設
的
な
論
戦

で
、
政
治
を
前
向
き
に
動
か
し
て
き
た
日
本
共
産
党
議
員
団
の
存
在

と
役
割
の
大
き
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
ゆ
が
み
の
お
お
も
と
に
あ
る

「
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
」
、「
大
企
業
中
心
」
の
政
治
を
正
す
た
め
、
引

き
続
き
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
ご
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
！

　

菅
総
理
が
昨
年
の
臨
時
国
会

冒
頭
で
参
加
検
討
を
表
明
し
た

T
P
P
。こ
れ
に
日
本
が
参
加
す

る
な
ら
ば
、農
産
物
の
輸
入
関
税

は
ゼ
ロ
に
な
り
、農
林
水
産
省
の

試
算
で
も
、日
本
の
米
生
産
の
9

割
は
壊
滅
し
、食
料
自
給
率
は
、

13
％
ま
で
下
落
し
ま
す
。ま
さ
に

日
本
の
農
業
農
村
は
、崩
壊
し
て

し
ま
い
ま
す
。紙
議
員
は
、参
議

院
農
林
水
産
委
員
会
で
、将
来
、

紙
議
員
は
、
参
議
院
決
算

委
員
会
で
、
菅
総
理
に
対
し

て
、
政
府
が
備
蓄
米
と
し
て

T
P
P
問
題
で
揺
れ
る
北

海
道
。
農
業
の
み
な
ら
ず
地

域
経
済
も
崩
壊
す
る
と
全
道

あ
げ
て
T
P
P
反
対
運
動
を

展
開
。
紙
議
員
は
、
T
P
P
問

題
で
北
海
道
J
A
と
懇
談
。
北

海
道
の
み
な
ら
ず
全
国
各
地

で
懇
談
を
広
め
、
T
P
P
反
対

の
連
帯
を
広
め
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
3
月
、岩
手
、宮
城
両

県
に
入
り
被
害
現
場
を
調
査
し
、漁

業
関
係
者
と
懇
談
。農
水
委
員
会
で
、

養
殖
施
設
等
の
被
害

を
示
し
漁
業
な
ど
へ

の
支
援
を
強
化
す
る

よ
う
要
求
。国
は
激

甚
災
害
に
指
定
し
ま

し
た
。

地
球
温
暖
化
で
食
料
危
機
が

迫
っ
て
い
る
中
で
、国
民
へ
の
食

料
供
給
を
投
げ
捨
て
る
よ
う
な

T
P
P
参
加
の
検
討
を
直
ち
に

や
め
る
よ
う
追
及
し
ま
し
た
。さ

ら
に
、T
P
P
に
参
加
す
れ
ば
ど

ん
な
に
国
内
対
策
を
と
っ
て
も

食
料
自
給
率
が
下
落
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、農
水
大
臣
を
答

弁
不
能
に
さ
せ
ま
し
た
。

北
海
道
J
A
や

全
国
各
地
で
懇
談

チ
リ
大
地
震
の
津
波
被
害
、

い
ち
早
く
調
査
・
質
問

少
子
高
齢
化
・
共
生
社
会
調
査
会

で
、「
構
造
改
革
」路
線
が
親
の
貧
困

と
格
差
を
広
げ
、子
ど
も
の
貧
困
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
指
摘
。福
島
瑞
穂

少
子
化
担
当
大
臣
は
、「
子
供
の
貧

困
は
今
の
日
本
社
会
の
最
重
要
課
題

の
一つ
。そ
の
対
策

や
労
働
法
制
の
規

制
強
化
等
を
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
答
え
ま

し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
、
母
子
加
算
等

「
安
心
し
て
子
育
て
出
来
る
社
会
に
」

紙
議
員
は
「
く
ら
し
を
守
る
共

同
」を
広
げ
よ
う
と
日
本
共
産
党
埼

玉
県
委
員
会
が
主
催
し
た
、 

商
工
会

議
所
、商
工
会
な
ど

の
経
済
団
体
、
企

業
、自
治
体
関
係
者

な
ど
3
0
0
人
と

懇
談
を
し
ま
し
た
。

商
工
会
議
所
・
経
済
団
体
と
懇
談

紙
議
員
は
、財
務
省
に
筑
波
研
究

学
園
都
市
で
働
く
非
正
規
研
究
者
に

公
務
員
宿
舎
の
利
用
を
認
め
さ
せ
て

き
ま
し
た
が
、

そ
の
利
用
を
延

長
す
る
よ
う
要

請
し
、認
め
さ

せ
ま
し
た
。

非
正
規
研
究
者
に
も
公
務
員
宿
舎
を

米
価
下
落
を
防
げ
と
追
及

政
府
の
備
蓄
米
買
い
上
げ
で

●十勝「食と農のつどい」
●秋田市・コメ農業シンポ
●東京林業調査
●四国・林業シンポ
●旭川・農業シンポ
●角田市・農業食料シンポ
●群馬JA懇談
●農林漁業者と懇談
●中国・農業シンポ
●旭川・森林シンポ
●ホクレン意見交換会
●山形・森林シンポ
●全中と懇談
●JA集会(北海道・東北)
●和歌山・森林シンポ
●全中討論集会

林業再生へ向けて全国7カ所
でシンポジウムに参加。林業の
現場を訪ね、関係者と懇談をか
さねています。国会では公共建
築物への国産材活用の促進、地
元材を使った建築物の推進、建

築リフォームへの助成拡大などに尽力しています。

農林・漁業シンポ

林業再生へ全国の人々と力合わせ

全国東奔西走

●秩父の「山」と「畑」懇談会
●北海道漁業協同組合長会議
●全農協労連大会あいさつ
●北海道農業共済要請
●神奈川・都市農業シンポ
●JA全国代表者集会
●JA北海道意見交換会
●奈良・林業を語る会
●北海道JA中央会と懇談

40
万
ト
ン
買
い
上

げ
、
米
価
下
落
を

防
げ
と
迫
り
ま
し

た
。
そ
の
際
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

水
の
値
段
よ
り
米

の
値
段
が
安
い
と

追
及
。
菅
総
理
も

米
価
水
準
が
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
以
下
で
あ
る

こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
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●全中TPP集会
●JA道民総決起集会
●農民連APEC集会
●栃木・農業学習会
●山梨県・林業シンポ
●秋田・農業シンポジウム
●北見・森林林業シンポ
●農業会議所との懇談
●宮城・仙台東地区農業シンポ

TPP　参加をへ
の 力を合わせて止めさせましょう力を合わせて止めさせましょう

（環太平洋経済連携協定）

T
P
P
参
加
反
対
で
全
力

国
民
の
ね
が
い
に
寄
り
添
っ
て

ー 

２
０
１
１ 

ご
挨
拶 
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紙

　智
子
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きょうされんの皆さんから小
規模作業所への制度的支援拡充
の要請を受ける。

「生存権裁判」をおこして立ち
上がったお母さんたちの運動を激
励し、国会でも質問。粘り強い運
動で母子加算を復活させました。
つぎは老齢加算の復活のため

がんばります。

財政再建団体になり、人口急減
がすすむ夕張。巨額を貸し続けた
大銀行の責任を問い、また地域再
生と市民生活を守るために国会質
問をかさねました。
計画策定に際しては、返済期間

の大幅短縮と子ども、高齢者への
配慮を総務相に要請しました。

2001年の当選以来、参院沖
縄北方特別委員会に所属し、
領土返還交渉や根室など隣接
地域の要求実現に奮闘してき
ました。04年には国後、昨年は
色丹へとビザなし渡航に同行し
現地の状況を視察。
今年も領土問題前進のため

がんばります。

障害者自立支援法は
延命ではなく撤回を!

知床の世界自然遺産登録に向けて04年に要求した治
山ダムの撤去。その後、改良された現場ではサケ科魚類
の遡上がすすんでいます。 （知床にて2008年10月）

06年に質問した矢臼別演習場内風蓮川水系でも希少
種イトウの上流への遡上と産卵のためダム改良に動き始
めています。豊かな生態系の回復を今後もすすめていき
ます。

PCB処理の適正化を

全国５事業所で処理されているPCB廃
棄物。しかし、室蘭、東京、愛知など各地
で事故が頻発し、処理が大幅に遅れていま
す。事故隠しや派遣労働者いじめも起き、
ただちに現地調査し、対策を要求していま
す。 （JESCO室蘭で2009年11月）

サンルダムなど「ダムありき」の計画は環境、漁業
資源に悪影響を及ぼし、根本的な治水対策にもなりませ
ん。ダムによらない流域全体での治水対策が必要で、政
府に繰返し迫っています。
自然の海岸線が残された銭函海岸は全国的にも貴
重です。豊かで多様な生態系への影響が懸念される銭函
の風力発電計画は、現地を調査し、撤回を要求していま
す。（銭函にて2010年8月）

DV法改正を!
毎年100人を超える女性が夫から殺され、

恋人間の事件も絶えないDV（ドメスティック
バイオレンス）。さらなる法改正は待ったな
しで、全国シェルターネット運動や各党議員
とともにDV法抜本改正を求めています。

従軍「慰安婦」問題解決を!
「戦時性的強制被害者問題解決
促進法案」を民主、社民両党と何
度も共同提案してきました。
アジア各国の被害女性と懇談

し、触れ合って連帯してきました。
一日でも早く全面解決したい思い
でいっぱいです。 

女性自衛官セクハラ裁判勝訴!
「セクハラは許さない。働き続け
たい」と立ち上がった女性自衛官裁
判を支援。見事に地裁で完全勝訴
をかちとりました。原告、「支援する
会」の皆さんと防衛省へ控訴するな
と申入れ。判決が確定しました。

アイヌ民族の権利確立を！

政府のアイヌ施策を前進
させるため、懇談をかさね、
取組んでいます。
民族の権利確立へ、アイ

ヌ新法の実現のため引き続
きがんばります。

運動と結んで

生活保護の母子加算復活
市民本位の夕張再生計画を

（北海道アイヌ協会札幌支部にて2011年1月）

（2010年5月）

領
土
返
還
を
!

裁判支援集会で（2009年10月）

総
務
相
に
申
し
入
れ
。

（
2
0
1
0
年
3
月
）

地
元
の
皆
さ
ん
と
銀
座
デ
モ

（
2
0
1
0
年
12
月
）

（防衛省にて2010年8月）

（中国桂林の被害者と2010年12月）

（全国シェルターネットシンポジウムin栃木で2009年11月）

全力投球!


